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金光寺寺報

第 ２ ７ ２ 号
発行所 金光寺
宮崎県西臼杵郡
五ヶ瀬町大字鞍岡
５９２７番地
☎ ０９８２
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今月のことばで示される「南無阿弥陀仏」

とは、『仏説無量寿経』で示される名とし
ぶっせつ む りょうじゅきょう

て成就した名号であり、『仏説無量寿経』の
じょうじゅ みょうごう

第十七願では、諸仏たちがすべての衆生を救
しゅじょう

うと大いなる誓いを建て成就された阿弥陀仏

の名前を唱えて讃嘆しなければ、法蔵菩薩は
さんだん

阿弥陀仏にはならないと誓われているのです。

このように誓われた名として成就した阿弥

陀仏、すなわち名号は、如来から他力として

私たちに回向されるのですから、名号、すな
え こう

わち南無阿弥陀仏は私の救いの「しるし」で

あり、また同時に「証」であるといわれるの

です。

阿弥陀仏は、真理の世界から衆生が理解で

きるように、法蔵菩薩として現出し、阿弥陀
げんしゅつ

如来となったといわれ、さらにその現出した

阿弥陀仏は、光であり、智慧であるとされま
ち え

す。そして智慧は、限定のある相対的な智慧

ではなく、広大な絶対的智慧であり、それゆ

え限定をするかたちもないので不可思議光仏
ふ か し ぎ こうぶつ

ともいうのである、と示されているのです。

如来を智慧の光明として捉えることは、如

来の像や形の偶像にとらわれないということ

であり、それはまた人間の我見によってつく
が けん

られる如来ではなく、人間の思惟を超勝した
し ゆい

如来ということであろうと思われます。

すなわち、南無阿弥陀仏という如来は、絶

対の世界から衆生を救おうとして現れたもの

であるから、私を救う「しるし」であり、ま

た「証」ともなるといわれるのです。

（本願寺出版社刊「大乗」誌掲載

『月々のことば』より抜粋 転載）

▲灯りをつけましょ 雪洞に お花をあげましょ桃の花（３月１日・鞍楽）
ぼんぼり くら ら
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下記の日は緊急を除き仏事はお
受けできません。ご協力をお願い
します。

◎ ３月

１２日 （終日）
１３日 （午後）
２０日（午前中）

仏事お休みのお知らせ

ホームページ開いています。

URL https://konkouji.jp/

３月２日現在アクセス数 149,804人
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又
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忌
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忌
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忌
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友
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仏
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仏
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仏
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回
忌
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忌
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忌
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光
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鞍岡 2月の天候 （アメダス）
最 低 気 温・－４．２℃（２８日）

最 高 気 温・２０．９℃（２０日）

真冬日日数・ ０日/２９日

冬 日 日 数・ １３日/２９日

月間総雨量・195mm (降雨日数・15日)

一日最大雨量・６１．０mm（２１日）


